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本編は学位規則（昭和 28 年 4 月 1 日文部省令第 9 号）第 8 条による 
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本論文は第 1章～第 7章で構成されている。 












































































発芽することができないことを明らかにした。 また，クロマツとアカマツの種子は 1～15 日間の短
期的な塩水浸漬期間において，浸漬期間の長いほど種子内へ Naが蓄積すること，発芽の開始が
遅延するものの，発芽率が著しく低下するといった影響は受けないことを明らかした。（成果は，海




とアカマツともに 5 日以上の塩水浸漬処理を行った処理区で出芽率が著しく低下すること， また
出芽後の生長が抑制され，アカマツはクロマツに比べて地下部の生長が塩水浸漬期間の長いほ
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の成果は，日本緑化工学会誌第 42 巻第 1 号(2016)及び日本緑化工学会誌第 43 巻第 4 号
(2018)に学術論文として発表した。 
 
第 4 章では，第 3 章までで得られた成果を総括し，種々の条件からみた広葉樹海岸林の
樹林目標の設定についての提案を行った。侵入した広葉樹を活用して広葉樹海岸林を造成
するにあたり，第ーに海岸林造成地の風環境条件に基づいて成林の可否を検討し，成林が
困難と考えられる場所にはクロマツ海岸林の再生を目指す必要があるとした。また，成林
が可能であり広葉樹海岸林への誘導を目指す場所の場合で，平坦地では汀線からの距離，
砂丘地では砂丘斜面の向きに応じて成林の程度に違いが生じること，更に土性によって大
きく優占種が変わることから，成林条件の中でも，特に地形及び土性に応じた樹林目標の
設定の考え方を示した。 
 
本研究を通して，我が国の暖温帯に属する関東以西の太平洋沿岸域において，マツ枯れ
により衰退したクロマツ海岸林を防災林として修復する場合の考え方と，広葉樹の活用を
含めた将来目指すべき樹林目標を提示することができた。 
 
このような暖温帯に属する関東以西の沿岸域に成立する広葉樹海岸林を対象として，種
組成や樹林構造のみではなく，樹林が成立する環境要因にまで含めた研究は例がなく，今
後南海トラフ地震とそれに伴う津波が懸念されている地域における海岸防災林の樹林目標
の設定や構築に関して，大変有意義な知見を提供する貴重な論文であると評価される。 
 
以上から本研究論文は，博士（環境情報学）の学位論文に値するものと判断する。 
 
